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営業外営業外営業外営業外収益収益収益収益（（（（為替差益為替差益為替差益為替差益））））および営業外費用（および営業外費用（および営業外費用（および営業外費用（為替為替為替為替予約に係る予約に係る予約に係る予約に係る    

デリバティブデリバティブデリバティブデリバティブ評価損評価損評価損評価損））））の計上に関するお知らせの計上に関するお知らせの計上に関するお知らせの計上に関するお知らせ    

 

平成 29 年 3 月期第 3 四半期連結累計期間（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）において、

下記のとおり営業外収益（為替差益）および営業外費用（為替予約に係るデリバティブ評価損）を計上

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益（為替差益）の内容 

第 2 四半期連結累計期間（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 9 月 30 日）において、円高の進行によ

り外貨建て資産・負債に関連して為替差損 184 百万円を営業外費用に計上しておりましたが、その後

の円安の進行により、当第 3 四半期連結会計期間（平成 28 年 10 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）に

おいて 343 百万円の為替差益を計上いたしました。 

この結果、当第 3 四半期連結累計期間（平成 28 年 4 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日）においては、

為替差益 158 百万円を営業外収益に計上いたしました。 

 

２．営業外費用（為替予約に係るデリバティブ評価損）の内容 

  第 2 四半期連結累計期間（平成 28年 4月 1 日～平成 28年 9月 30 日）において、為替予約に係わる

デリバティブ評価益 248 百万円を営業外収益に計上しておりましたが、その後の円安の進行により、

当第 3四半期連結会計期間（平成 28 年 10 月 1 日～平成 28年 12 月 31 日）において 621 百万円の評価

損を計上いたしました。 

この結果、当第 3 四半期連結累計期間（平成 28年 4 月 1日～平成 28 年 12 月 31 日）においては、

為替予約に係るデリバティブ評価損 373 百万円を営業外費用に計上いたしました。 

 

３．業績に与える影響 

  上記、営業外収益（為替差益）および営業外費用（為替予約に係るデリバティブ評価損）について

は、本日公表しました『平成 29 年 3 月期 第 3 四半期決算短信〔日本基準〕（連結）』をご参照くださ

い。 

以 上 

 


